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議 事 次 第  

1  開   

2  事  

（1）政府管掌健康保険の平成16年度単年度収支決算＜資料1＞  

（2）政府管掌健康保険の事業運営について＜資料2＞  

（3）政府管掌健康保険の保健事業について ＜資料3＞  

（4）政府管掌健康保険の保健事業に関するアンケート調査＜資料4＞  

（5）健診事後指導及び運動指導による一次予防の概要＜資料5＞  

（6）参考資料  

① 政府管掌健康保険の改革について  

② 社会保険庁改革の在り方について  

3  閉   



資料1二l  

政府管掌健康保険の平成16年度単年度収支決算の概要  

○ 平成16年度単年度収支決算は、医療分で2，405億円の黒字。   

介護分で59億円の黒字。全体では2，464億円の黒字。  

○ 単年度黒字決算は、平成15年度から2年連続。   

○ しかし、昨年末に公表した平成17年度からの5年間の収支見通し等   

を勘案すると、依然として予断を許さない状況。  

（1）医療分の収支については、  

（D 収入面では、平成11年度以降6年連続で平均標準報酬月額が減少となっ  

たものの、平成9年度以来7年ぶりの被保険者数の増加等により、保険料収   

入が増加となり、老人保健拠出金の減少等に伴う国庫補助の減少を含めても  

対前年度比で369億円の減少に留まったこと   

② 支出面では、老人保健拠出金の減少、診療報酬改定等による医療給付費の増  

加の抑制等により、支出が対前年度比で2，069億円の減少となったこと   

により、対前年度比で1，700億円の改善となる2，405億円の黒字。  

（2）介護分の収支については、単年度では59億円の黒字となり、累積の剰余   

である事業運営安定資金残高は127億円の黒字。  

（3）その結果、収入7兆3，631億円に対し、支出7兆1，167億円となり、   

対前年度比で1，817億円の改善となる2，464億円の黒字。  

（注）収入及び支出は単年度の実質的な財政状況を示すため、保険料収入によらずに一般会計からの  
繰入れで償還するものとされている累積債務に係る経費等を除外。   

（4）なお、平成16年度末の事業連営安定資金残高は、医療分で2，164億円、   

介護分で127億円、全体で2，291億円。これは、対前年度比で2，397   

億円の改善。  

この医療分の残高は、昨年末に公表した平成17年度からの5年間の収支見通   

しにおける平成16年度末の事業運営安定資金残高と比較すると約1，000億   

円増加しているが、今後急速に財政状況が厳しくなることが見込まれていること   

から、依然として予断を許さない状況。  

（注）事業運営安定資金残高は、厚生保険特別会計における健康勘定から業務勘定への繰入れに係る  
当年度の剰余金（91億円）及び国庫補助の受入額と所要額との差（▲158億円）も計上。  
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